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　 愛知県の総人口は、 2025年6月末時点で約745万3000人です。

　 こ のう ち、 外国人の数は全国で３ 番目に多い34万5900人です。

  

　 私たちは「 外国人」 、 「 日本人」 のよ う な言葉をよ く 使ってし ま いま すが、

　 愛知県内には様々な背景や状況の人たちがと も に暮ら し ていま す。

　 日本語がわかる 人、 わから ない人。 国籍が日本の人、 日本ではない人。

　 日本生ま れの人、 日本ではない生ま れの人。

　 子育てをし ている 人。 介護をし ている 人。

　 進学・ 就職を目指し ている 人。 働いている 人。

　 障害のある 人も いれば、 高齢で介護を必要と し ている 人も いま す。

　 言語や国籍や民族と いっ たこ と に関係なく 、 地域を 同じ く する 県民それぞれに

人生があり 、 何か大き な災害があっ たと き には、 誰も が助けら れる 側にも 助ける

側にも なり ま す。 県民一人一人が孤立する こ と なく 、 安心し てと も に暮ら し てい

く ためにでき る こ と には、 どのよ う なこ と がある でし ょ う か。

　 愛知県では、 2018年から 対話型初期日本語教育を推進し ていま す。

　 こ れは、地域で暮らす人同士が対話をと おして理解し 合い、支え合える関係性を築

く ための地域日本語教育のあり 方の一つです。

　 この手引きでは、対話型初期日本語教室で活動する人を養成するために必要な知識

や考え方を示しており 、2020年に公開された「 『 はじ めての日本語教室』 指導者向け教

材活用マニュアル」 の改訂及び増補版として作成しました。

　 本書を手にした一人でも多くの県民が、地域日本語教育に関わり、多様な言語・ 文化に対

する理解を深める活動に参加していただければ幸いです。また、そのような活動に参加する

人が増えることで、誰もが暮らしやすい多文化共生社会を実現したいと考えています。
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【 本手引き の目的】

　 本書は、 対話型の初期日本語教室で「 指導者」 として活動する方に向けた手引きです。

　 指導者として活動し よう と 思っている方が本書の内容を理解すること で、 必要な知識を身につけ、 初期日本語

教育のための学習教材「 はじ めての日本語教室」 を使った活動を組み立て、 実施できるよう になることを目的とし

ています。

　 また、 本書は指導者養成講座等で活用さ れることを想定しており、 指導者を目指す人たちが講義と 実践の両方

の学びを通して、 理解を深めることを目的としています。

 

【 構成】

　 本書は四つの章から なり ます。

　 　 　 第１ 章　 愛知県が取り 組む「 初期日本語教育」

　 　 　 第２ 章　 対話型初期日本語教室の考え方、 進め方

　 　 　 第３ 章　 コ ースデザイ ン

　 　 　 第４ 章　 教室開催と 教室運営

 

　 第１ 章では、「 初期日本語教育」 の意義を愛知県の地域性やこれまでの背景などから 理解します。 第２ 章、 第

３ 章は実践的な内容と なっており 、「 対話型初期日本語教育」 の目的と 理念を理解したう えで、 教室参加者の役

割や、 教材を使った具体的な教室活動の進行について理解します。 第４ 章では、 教室を継続して開催、 運営して

いく ために必要なこと について理解します。

　 各章の章扉には、【 自己理解チェ ッ ク 】 の項目を 設けています。

　 愛知県の初期日本語教育では、 ふり かえり や自己評価をする こ と での学びを 大切にし ています 。 こ れは学

習者だけでなく 、 学習者と 対話を 行う パート ナーなど、 教室の参加者それぞれが行う こ と が大切です。

　 本手引き を 活用し て指導者を目指す人も 、 本文を 読む前と 読んだ後や、 養成講座の受講前後に、 自分自身

で理解度を チェ ッ ク するこ と が大切です。 そう するこ と で、 どのく ら い初期日本語教育について理解でき て

いる か、 学びをふり かえる 機会にするこ と ができ ます。

 【 指導者と し て活動し よう と 思っ ている方へ】

　 本手引き は、「 指導者」 を目指す人が指導者養成講座等に参加し ながら 本手引き の内容を 理解する こ と で 、

一定の専門性を身につける こ と を 目指し ています。 こ こ でいう 指導者は、 地域日本語教室でボラ ンティ アと

し て活動する人ではなく 、 市町村が主催する 初期日本語教室において 、 一定の責任を 負う 立場で有償で活動

する 人を想定し ています。

　 市町村が主催する初期日本語教育のための教室は、 市町村が予算を 確保し て安定し て継続的に運営さ れて

いく も ので、 日本語がほと んどわから ない人が地域で自立し て生活するための社会イ ンフ ラ と し て重要な役

割を 担っ ています。 また一方で、 外国人住民と 日本人住民と が、 地域住民と し て互いに理解し 合い、 安心し

て暮ら し ていく ための地域づく り の場でも あり ます。

　 養成講座等に参加するにあたっ ては、 講義で学ぶこ と だけでなく 、 実践を 通し た経験やそれに対し て感じ

たこ と 、 わかっ たこ と などを講義のふり かえり シート や、 実践の際に使用するワーク シート 等に記録するよ

本書の活用について



ii）

う にし てく ださ い。 それら の記録は、 養成講座内のふり かえり の時間で、 学びのための情報源になり ます。

ふり かえり では、 それら を も と に内省と 他の受講者と の共有が行われ、 そこ で得ら れる気づき そのも のが指

導者になるための学びと なり ます。 　

　「 指導者」 と は、 完璧に学んでから 実践を 行う のではなく 、 学びと 実践を 相互に繰り 返し ながら 、 専門性

を高めていく も のです。 そのため、 それまでの経験によっ て 、 本手引き の内容の理解や解釈も 変わっ ていき

ます。 実際に指導者と し て活動し てから 初めて持つ疑問も ある でし ょ う 。 活動を し ていく なかでわから ない

こ と があっ たと き 、 本手引き を繰り 返し 手に取っ ても ら う こ と で 、 教室関係者と と も に理解を 深めながら 事

業に関わっ ても ら えるこ と を 願っ ています。

【 指導者養成講座等を実施する方へ】

　 市町村が主催する対話型の初期日本語教室における 「 指導者」 を養成する際は、 本手引き の内容を 概観し

たう えで、 養成講座の編成と 講師の選定を 行う 必要があり ます。

　 養成講座の編成と 講師の選定を行う 際には、 愛知県における外国人住民や地域の多文化共生推進の状況を含

む、 地域日本語教育の高い専門性が必要と なり ますので 、 愛知県の総括コ ーディ ネータ ーや、 地域日本語教育

コ ーディ ネータ ー等の地域日本語教育の知見を有し た専門家の指導、 助言を受けるよう にし てく ださ い。

　 ▶ 養成講座の内容について

　 　 本手引き は、 愛知県が 20 2 3 年に検討し た「 初期日本語教育向け指導者養成講座カ リ キュ ラ ム案」 を も

と に構成さ れています。 実際の養成講座の編成においては、 １ 度にまと まっ た時間数で養成を行う 必要は

なく 、 複数年に分けて養成を 行う こ と も 可能です。 ただし 、 最終的に本手引き のも く じ に示さ れている項

目が最低限、 網羅的に扱えるこ と が必要です。

　 　 養成講座の内容を 検討する際、 地域の状況や特徴を 生かすなどし て 、 本手引き の内容以外の内容を 盛り

込むこ と も 考えら れます。 その場合は、 も く じ に示さ れている項目と 組み合わせながら 、 計画的に養成を

実施するよう にし てく ださ い。

　 ▶ 養成講座の実施方法について

　 　 養成講座は、 地域日本語教育コ ーディ ネータ ー等の専門家の指導のも と 、 講義（ Of fー JT） の形式だけ

でなく 、 実践（ OJT） を 組み合わせて実施さ れる こ と が求めら れます。 本県の指導者養成講座では、 受講

者が講義や実践を 通し て得た学びを、 自分自身でふり かえっ たり 、 受講者同士で共有し たり する なかで、

自律的に学び続けら れる 地域日本語教育人材になる こ と を 目指し ています。 そのためには、「 講座で学ん

で実践する」 と いう 一方向的な順序での学びではなく 、 講義（ Of fー JT） と 実践（ OJT） を 組み合わせて

実施するこ と が必要です。 養成講座の構成や、 ふり かえり の意義等を 事前に受講者に周知するこ と で 、 受

講者が見通し を 立てて主体的に受講でき るよう 努めてく ださ い。

　 　 講義を 担当する講師は、 担当する項目に関する専門性を有し ている こ と が前提です。 また、 他地域の実

践者による事例紹介を取り 入れたり 、 他地域の関係者と の意見交換を行っ たり 、 教室見学の機会を 設ける

などの方法が考えら れ、 こ れら を 組み合わせるこ と で指導者と し ての視野を広げたり 、 指導者と し て活動

する具体的なイ メ ージを つく っ たり する こ と ができ ます。

　 　 講義（ Of fー JT） と 実践（ OJT） を 同時期に並行し て行えるこ と で、 受講者がそれぞれで得た学びを深

めやすく なり ます。 講義と 実践を 同時期に行う こ と ができ るよ う 、 実施期間や回数などを 調整するよう に

し てく ださ い。
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　 ▶ 養成講座の時間数について

　 　 愛知県が主催する 「 地域における初期日本語教育モデル事業」 では、 本手引き の内容を 一定程度理解し

ても ら う こ と を 目指し て、3 0 時間程度の講義（ Of fー JT） と 4 2 時間の実践（ OJT） を 同時期に並行し て

養成講座を 行っ ています。 こ こ では、 3 0 時間の講義で必要な知識を 完璧に理解すると いう こ と ではなく 、

受講者が養成講座を 経て、 指導者と し て実践し 、 学び続けるためのスタ ート ラ イ ン に立つこ と ができ るこ

と を 目指し ています。

　 　 養成講座を実施する市町村等がどのよ う な計画、 予算確保のも と で実施するかによっ て 、 養成講座の時

間数は様々です。 各地域の状況に合わせ、 専門家の助言を 受けながら 養成講座の編成を 行っ てく ださ い。

　 ▶  次のページに令和７ 年度に実施さ れた「 愛知県　 地域における初期日本語教育モデル事業」 における指

導者養成講座の編成を 、 例と し て示し ます。
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O f fー JT（ 講義）

指導者養成講座

O JT（ 実践）

対話型初期日本語教室

1 3 :0 0 -1 5 :0 0
（ 14 :3 0 -1 5 :0 0 はふり かえり ）日程 時間 時間数（ ｈ ） 講義タ イ ト ル

❶ 8 /2

10 :0 0 -1 2 :0 0 2 h
オリ エンテーショ ン

養成講座での学びについて

13 :0 0 -1 4 :3 0 1 .5 h
愛知県、 東海市の外国人住民の状況

【 該当 1 章 1 .1 】

1 4 :3 0 -1 5 :0 0 0 .5 h
初期日本語教育の理念、 目的、 意義

【 該当 1 章】

❷ 8 /9

10 :0 0 -1 2 :0 0 ２ h
行政主体の初期日本語教室の役割

【 該当 1 章 1 .2 】

1 3 :0 0 -1 4 :3 0 1 .5 h
初期日本語教室参加者の役割

【 該当２ 章 2 .1 ～ 2 .3 】

1 4 :3 0 -1 5 :0 0 0 .5 h

初期日本語教育学習教材

「 はじ めての日本語教室」 の使い方

【 該当２ 章 2 .4 】

❸ 8 /30 10 :0 0 -1 2 :0 0 ２ h

教室参加の留意点

（ ふり かえり の意義）

【 該当２ 章 2 .5 】

❶ 8 月 3 0 日　

　  オリ エンテーショ ン

　  相互理解のためのト ピッ ク １

❷ ９ 月 6 日　 ト ピッ ク 2

❹ 9 /13

10 :0 0 -1 1 :0 0 １ h

「 日本語教育の参照枠」 に基づく

日本語能力観

【 該当２ 章 2 .2 】 ❸ ９ 月 13 日　 ト ピッ ク 3

11 :0 0 -1 2 :0 0 １ h
対話型活動を通し た学習と 習得

【 該当２ 章 2 .2 】

❹ ９ 月 20 日　 ト ピッ ク 4

❺ 9 /27 10 :0 0 -1 2 :0 0 ２ h 実践のふり かえり ❺ 9 月 27 日　 ト ピッ ク 5

❻ 10 月 13 日　 ト ピッ ク 6

❻ 1 0/2 5 10 :0 0 -1 2 :0 0 ２ h
教室コ ーディ ネート １

【 該当２ 章 2 .3 】
❼ 10 月 25 日　 ト ピッ ク 7

❽ 11 月 1 日　 ト ピッ ク 8

❼ 1 1/1 5  

1 0 :0 0 -1 2 :0 0 ２ h
教室コ ーディ ネート 2

【 該当２ 章 2 .4 】

1 3 :0 0 -1 5 :0 0 ２ h
コ ミ ュ ニケーショ ンのあり 方

【 該当 1 章 1 .1 、 ２ 章 2 .2、 2 .3 】

❽ 1 1/2 2 10 :0 0 -1 2 :0 0 ２ h
コ ースデザイン１

【 該当３ 章 3 .1 】
❾ 11 月 22 日　 ト ピッ ク １

❿ 11 月 2 9 日　 ト ピッ ク ２

⓫ 12 月 6 日 行動・ 体験型活動

❾ 1 2/1 3 10 :0 0 -1 2 :0 0 ２ h

コ ースデザイン２

活動例紹介（ 他市実践者による紹介）

【 該当３ 章 3 .2 】

⓬ 12 月 13 日 ト ピッ ク ３

⓭ 12 月20 日　 ト ピッ ク ４

❿ 1 /10 10 :0 0 -1 2 :0 0 ２ h
コ ースデザイン３

【 該当３ 章 3 .2 】
⓮１ 月 10 日　 ト ピッ ク 5

⓯ １ 月 24 日　 ト ピッ ク 6

⓰ １ 月 31 日　 ト ピッ ク 7

⓫ 2 /7

10 :0 0 -1 2 :0 0 ２ h

初期日本語教育の活動の継続に

必要なこ と

【 該当４ 章 】

13 :0 0 -1 5 :0 0 ２ h 修了式

【 指導者養成講座例： 令和７ 年度 愛知県地域における初期日本語教育モデル事業（ 共催市： 東海市）】


